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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第64期
第３四半期
連結累計期間

第64期
第３四半期
連結会計期間

第63期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年

12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年

12月31日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 8,167,010 2,355,021 12,100,119

経常利益（△損失）（千円） △350,997 △223,594 77,791

四半期（当期）純損失（△）（千

円）
△531,239 △363,058 △13,606

純資産額（千円） － 5,231,327 5,898,853

総資産額（千円） － 9,895,454 10,945,116

１株当たり純資産額（円） － 907.46 1,023.24

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円）
△92.15 △62.98 △2.36

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） － 52.9 53.9

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△45,800 － 532,927

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△185,206 － △518,844

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
43,517 － 69,286

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ 303,637 497,820

従業員数（人） － 332 314

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。　

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、1株当たり四半期（当期）純損失であり、潜在

株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 332 (80)

　（注）　従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除く。）であり、臨時雇用者数（パートタイ

マー、嘱託社員を含む。）は、当第３四半期連結会計期間の平均人員を(　　)外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

　 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 251 (69)

　（注）　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除く。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、嘱託社員を含

む。）は、当第３四半期会計期間の平均人員を(　　)外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

電線事業（千円） 1,226,279

ポリマテック事業（千円） 450,793

電熱線事業（千円） 168,338

合計（千円） 1,845,411

　（注）１．金額は製造原価によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）製品・商品仕入実績

　当第３四半期連結会計期間の製品・商品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりでありま

す。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

電線事業（千円） 14,397

ポリマテック事業（千円） 108,106

電熱線事業（千円） －

合計（千円） 122,504

　（注）１．金額は仕入価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

(3）受注状況

１）電線事業は原則として見込み生産を行っているため、該当事項はありません。

２）ポリマテック事業及び電熱線事業は受注生産を行っておりますが、受注から生産、出荷に至る期間はきわめて

短期であり、受注残高も少額のため、受注実績の記載を省略しております。
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(4）販売実績

　当社グループの商品、製品の販売は、主に問屋、電材店、商社を通じて行うほか、ユーザーに直接販売しております。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

電線事業（千円） 1,548,137

ポリマテック事業（千円） 643,028

電熱線事業（千円） 163,855

合計（千円） 2,355,021

  （注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．当第３四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

は次のとおりであります。

相手先

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

金額（千円） 割合（％）

泉州電業株式会社 337,776 14.3

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

(1)  業績の状況　

　　  当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国サブプライムローン問題に端を発した国際金融市場の混乱が

続く中、米国大手証券会社の経営破綻を契機に金融危機が全世界に急速に拡大して世界経済は減速し、株安や円高な

どにより輸出企業の収益悪化に伴い、設備投資は減少し、雇用・所得環境の悪化から個人消費も弱含むなど、景気は急

速に悪化してまいりました。また、先行きについても当面の悪化が続くとみられ、一層の下振れ懸念が高まる状況で推

移するものと思われます。

　　　このように需要が大きく減少する環境のもと、当社グループは顧客対応の充実を図り受注量の確保を図るとともに、適

正な販売価格の維持に努めましたが、当第３四半期連結会計期間の売上高は2,355百万円となりました。また、全社的な

コスト削減にとり組むとともに、生産設備の集約など効率性の改善や原価低減にも注力いたしましが、たな卸資産の

評価損95百万円の発生もあり営業損失は207百万円となりました。MITSUBOSHI PHILIPPINES CORPORATION　（フィ

リピン子会社）において、為替相場の急激な変動に伴い、為替差損17百万円を計上したことなどにより、経常損失は

223百万円となりました。また、多額の欠損金の発生と翌期以降の利益計画により繰延税金資産の回収可能性を検討し

た結果、繰延税金資産173百万円を取り崩し、法人税等調整額に計上したことなどにより、四半期純損失は363百万円と

なりました。

　　事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

　 ［電線事業］

　    当事業の需要動向に関係の深い民間設備投資は、企業収益の悪化などから減少しており、キャブタイヤケーブルの需

要は減少しました。また、平成20年８月以降下落していた銅(建値)価格は10月から急落し、12月の価格は９月の価格の

43%まで下落し販売価格の値下げ要求が強まりました。需要が低迷し、銅価格が下落するという厳しい環境のもと、個

別案件の受注に注力するとともに、販売価格の適正化に努めましたが、売上高は1,548百万円となりました。また、銅価

格の急落による販売価格の下落のスピードが速まり収益を大きく圧迫し、さらにたな卸資産の評価損52百万円が発生

したため、営業損失は115百万円となりました。

　 ［ポリマテック事業］

　    当事業に関係の深い新設住宅着工戸数は、地価の下落や雇用・所得環境の悪化から、低調な推移が続いています。主

要顧客の多くが住宅関連企業であることから、当社にとって厳しい環境となりました。既存顧客における新規案件の

獲得や新規開拓に努めましたが、受注量全体の大幅な落ち込みをカバーできず、売上高は643百万円となりました。

　  　利益面につきましては、受注量の減少に対応した生産体制への見直しを図るとともに、固定費を含むあらゆるコスト

の削減に取り組みましたが、営業損失32百万円となりました。

　 ［電熱線事業］

　シルバー鋼機株式会社の電熱線・帯及びステンレス鋼線及び帯に係る事業は、主要原材料であるニッケル価格が前

年とは逆に期初から一貫して下落し平成20年９月以降急落したため、顧客の間に当用買いの動きが広まるとともに製

品の値下げ要求が強まり、かつ世界的な景気の減速により価格競争が激化しました。このような中、新興国市場の開拓

を進めるとともに、新規鋼種の発売など需要の喚起に努めましたが、売上高は163百万円となり、たな卸資産の評価損

38百万円の発生もあり営業損失は42百万円となりました。
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(2)　キャッシュ・フローの状況　

　　　　 当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物の残高は303百万円となり、前連結会計年度末と比較して

194百万円の減少となりました。

　　　　 当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。　

　　 　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

     　  「営業活動によるキャッシュ・フロー」は、307百万円の使用となりました。これは税金等調整前四半期純損失

217百万円となりましたが、主にたな卸資産の減少228百万円、売掛債権の減少190百万円等に対して、仕入債務の減

少530百万円、賞与引当金の減少60百万円等によるものであります。

　　 　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　      「投資活動によるキャッシュ・フロー」は、13百万円の使用となりました。これは主に投資有価証券の売却による

収入10百万円に対して、有形固定資産の取得による支出19百万円等によるものであります。

　　　 （財務活動によるキャッシュ・フロー）

　      「財務活動によるキャッシュ・フロー」は、122百万円の獲得となりました。これは主に、長期借入れによる収入

150百万円、短期借入金の純増加額80百万円に対して、長期借入金の返済による支出107百万円によるものであり

ます。

　　(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

　     当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　　(4)研究開発活動　

　 当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、19百万円であります。

　 なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,000,000

計 19,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年２月12日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 6,333,276 6,333,276 ジャスダック証券取引所
単元株式数

1,000株

計 6,333,276 6,333,276 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年10月１日～
平成20年12月31日 － 6,333,276 － 1,136,518 － 1,133,596

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

　 平成20年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　568,000 － 単元株式数1,000株

完全議決権株式（その他） 普通株式　5,700,000 5,700 同上

単元未満株式 普通株式 　　65,276 － －

発行済株式総数 6,333,276 － －

総株主の議決権 － 5,700 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が、5,000株含まれております。

また、「議決権の数」欄には同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数5個が含まれております。

②【自己株式等】

　 平成20年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社三ッ星
大阪市天王寺区上本

町五丁目３番16号
568,000 － 568,000 8.97

計 － 568,000 － 568,000 8.97

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 246 250 288 287 271 250 202 177 180

最低（円） 219 225 250 260 231 216 161 165 141

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　　　なお、第１四半期連結会計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）から、「財務諸表等の用語、様式及び

作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第５

号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 303,637 497,820

受取手形及び売掛金 3,611,621 3,915,542

商品及び製品 913,556 1,065,917

仕掛品 153,600 235,711

原材料及び貯蔵品 312,790 313,981

その他 56,200 123,737

貸倒引当金 △4,953 △8,607

流動資産合計 5,346,453 6,144,103

固定資産

有形固定資産

土地 2,608,169 2,539,594

その他（純額） ※1
 1,298,955

※1
 1,418,383

有形固定資産合計 3,907,125 3,957,977

無形固定資産

のれん 239,731 271,001

その他 18,538 16,866

無形固定資産合計 258,270 287,867

投資その他の資産

投資有価証券 297,653 443,226

その他 115,716 142,031

貸倒引当金 △29,764 △30,090

投資その他の資産合計 383,605 555,167

固定資産合計 4,549,000 4,801,013

資産合計 9,895,454 10,945,116
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,468,449 1,825,135

短期借入金 880,000 750,000

未払法人税等 4,838 23,943

未払費用 47,817 47,247

賞与引当金 63,746 180,544

その他 886,184 646,009

流動負債合計 3,351,035 3,472,879

固定負債

社債 － 300,000

長期借入金 862,276 834,216

退職給付引当金 140,339 144,407

役員退職慰労引当金 297,479 284,241

その他 12,995 10,518

固定負債合計 1,313,090 1,573,383

負債合計 4,664,126 5,046,263

純資産の部

株主資本

資本金 1,136,518 1,136,518

資本剰余金 1,133,596 1,133,596

利益剰余金 3,089,984 3,667,447

自己株式 △141,246 △141,251

株主資本合計 5,218,852 5,796,310

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 3,965 96,936

為替換算調整勘定 8,509 5,606

評価・換算差額等合計 12,475 102,542

純資産合計 5,231,327 5,898,853

負債純資産合計 9,895,454 10,945,116
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 8,167,010

売上原価 7,063,690

売上総利益 1,103,319

販売費及び一般管理費 ※
 1,413,360

営業損失（△） △310,040

営業外収益

受取利息 359

受取配当金 9,941

受取家賃 10,688

仕入割引 9,919

その他 7,648

営業外収益合計 38,557

営業外費用

支払利息 22,512

売上割引 9,526

為替差損 46,398

その他 1,076

営業外費用合計 79,513

経常損失（△） △350,997

特別利益

貸倒引当金戻入額 3,685

投資有価証券売却益 17,344

その他 368

特別利益合計 21,399

特別損失

固定資産除却損 5,453

投資有価証券評価損 13,348

特別損失合計 18,801

税金等調整前四半期純損失（△） △348,399

法人税、住民税及び事業税 8,842

法人税等調整額 173,997

法人税等合計 182,839

四半期純損失（△） △531,239
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 2,355,021

売上原価 2,097,430

売上総利益 257,590

販売費及び一般管理費 ※
 465,370

営業損失（△） △207,779

営業外収益

受取利息 113

受取配当金 3,299

受取家賃 3,366

仕入割引 3,259

その他 2,374

営業外収益合計 12,414

営業外費用

支払利息 7,851

売上割引 2,810

為替差損 17,208

その他 357

営業外費用合計 28,228

経常損失（△） △223,594

特別利益

投資有価証券売却益 7,491

その他 746

特別利益合計 8,237

特別損失

固定資産除却損 1,025

投資有価証券評価損 888

特別損失合計 1,913

税金等調整前四半期純損失（△） △217,270

法人税、住民税及び事業税 △5,693

法人税等調整額 151,482

法人税等合計 145,788

四半期純損失（△） △363,058
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △348,399

減価償却費 207,673

のれん償却額 31,269

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,979

賞与引当金の増減額（△は減少） △116,798

受取利息及び受取配当金 △10,300

支払利息 22,512

売上債権の増減額（△は増加） 304,022

たな卸資産の増減額（△は増加） 233,242

仕入債務の増減額（△は減少） △356,486

その他 48,401

小計 11,157

利息及び配当金の受取額 10,279

利息の支払額 △23,127

法人税等の還付額 18,300

法人税等の支払額 △62,410

営業活動によるキャッシュ・フロー △45,800

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △177,683

投資有価証券の取得による支出 △33,887

投資有価証券の売却による収入 26,835

その他 △471

投資活動によるキャッシュ・フロー △185,206

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 130,000

長期借入れによる収入 300,000

長期借入金の返済による支出 △339,916

配当金の支払額 △46,466

その他 △99

財務活動によるキャッシュ・フロー 43,517

現金及び現金同等物に係る換算差額 △6,693

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △194,182

現金及び現金同等物の期首残高 497,820

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 303,637
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

(1)  重要な資産の評価基準及び評価方法の

変更　

　 たな卸資産

　　　通常の販売目的で保有するたな卸資産に

ついては、従来、主として移動平均法に

よる原価法によっておりましたが、第１

四半期連結会計期間より「棚卸資産の

評価に関する会計基準」（企業会計基

準第９号　平成18年７月５日）が適用さ

れたことに伴い、主として移動平均法に

よる原価法（貸借対照表価額について

は収益性の低下に基づく簿価切下げの

方法）により算定しております。

　　　これにより、当第３四半期連結累計期間

の営業損失、経常損失及び税金等調整前

四半期純損失は、それぞれ95,672千円増

加しております。

　　　なお、セグメント情報に与える影響額は、

当該箇所に記載しております。

　(2) 「連結財務諸表作成における在外子　会

社の会計処理に関する当面の取扱い」

の適用　

　　　第１四半期連結会計期間より、「連結財

務諸表作成における在外子会社の会計

処理に関する当面の取扱い」（実務対

応報告第18号　平成18年５月17日）を適

用しております。

　なお、この変更に伴う損益に与える影

響はありません。
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当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

　 (3)  リース取引に関する会計基準の適用　

　　 所有権移転外ファイナンス・リース取

引については、従来、賃貸借取引に係る

方法に準じた会計処理によっておりま

したが、「リース取引に関する会計基

準」（企業会計基準第13号（平成５年

６月17日（企業会計審議会第一部会）、

平成19年３月30日改正））及び「リー

ス取引に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第16号（平成

６年１月18日（日本公認会計士協会　会

計制度委員会）、平成19年３月30日改

正））が平成20年４月１日以後開始す

る連結会計年度に係る四半期連結財務

諸表から適用することができることに

なったことに伴い、第１四半期連結会計

期間からこれらの会計基準等を適用し、

通常の売買取引に係る会計処理によっ

ております。また、所有権移転外ファイ

ナンス・リース取引に係るリース資産

の減価償却の方法については、リース期

間を耐用年数とし、残存価額を零とする

定額法を採用しております。

　なお、リース取引開始日が適用初年度

開始前の所有権移転外ファイナンス・

リース取引については、引き続き通常の

賃貸借取引に係る方法に準じた会計処

理を適用しております。

　　　なお、営業損失、経常損失及び税金等調整

前四半期純損失に与える影響は軽微で

あります。

【追加情報】

　

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

 （有形固定資産の耐用年数の変更）　

　 当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、資

産の利用状況を見直した結果、有形固定資産で計上して

います一部の機械装置につきまして、従来、耐用年数を10

年としておりましたが、第１四半期連結会計期間より７

年に変更しました。

　 これにより、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期

純損失は、それぞれ25,855千円増加しております。

　 なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載し

ております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、4,964,022千円であ

ります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、4,824,913千円であ

ります。

　２　受取手形裏書譲渡高　 　　　　　    33,110千円 　２　受取手形裏書譲渡高　　　　　　　　 32,323千円　

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。　

　　給与手当        401,043千円

　　荷造運搬費          294,441千円

　　退職給付費用
       43,252千円

　

　  のれん償却額 31,269千円　

　　賞与引当金繰入額       30,227千円　

　　役員退職慰労引当金繰入額       13,238千円　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。　

　　給与手当          135,292千円

　　荷造運搬費         103,731千円

    賞与引当金繰入額       30,227千円　

    退職給付費用 14,253千円　　

　　のれん償却額       10,423千円　

　　役員退職慰労引当金繰入額        4,412千円　

EDINET提出書類

株式会社三ッ星(E01351)

四半期報告書

19/25



（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）

　 （千円）

　現金及び預金勘定 303,637

　預入期間が３ヶ月を越える

定期預金
－

　現金及び現金同等物 303,637

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　　　　　　普通株式　　　　6,333,276株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　  　    568,484株

３．配当に関する事項

　配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当た
り配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27日

定時株主総会
普通株式 46,119 8 平成20年３月31日 平成20年６月30日 利益剰余金　
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 
電線事業
（千円）

ポリマテッ
ク事業
（千円）

電熱線事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 1,548,137 643,028 163,855 2,355,021 － 2,355,021

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 342 － 342 △342 －

計 1,548,137 643,371 163,855 2,355,364 △342 2,355,021

営業利益（又は営業損失） △115,480 △32,917 △42,271 △190,669 △17,110 △207,779

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 
電線事業
（千円）

ポリマテッ
ク事業
（千円）

電熱線事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 5,658,786 1,866,988 641,234 8,167,010 － 8,167,010

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 2,987 － 2,987 △2,987 －

計 5,658,786 1,869,976 641,234 8,169,998 △2,987 8,167,010

営業利益（又は営業損失） △39,593 △168,502 △51,960 △260,056 △49,984 △310,040

 （注）１．事業区分の方法

事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。

 　　　２．各区分に属する主要な製品

事業区分 主要製品

電線事業

天然ゴムキャブタイヤケーブル、合成ゴムキャブタイ

ヤケーブル、架橋ポリエチレンケーブル、溶接用ケーブ

ル、制御用ケーブル、プラスチックキャブタイヤケーブ

ル、プラスチックコード、その他 

ポリマテック事業
硬質押出成形品、軟質押出成形品、高機能特殊チュー

ブ、その他 

電熱線事業 電熱線・帯、ステンレス鋼線・帯、その他

　　　 ３．会計処理の方法の変更　

　　　　 （棚卸資産の評価に関する会計基準）

　　　　　 　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．(1)に記載のとおり、第１四半期連結

会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を適用し

ております。この変更に伴い、従来の方法によった場合と比べて、当第３四半期連結累計期間の営業損失が、

電線事業で52,325千円、ポリマテック事業で4,772千円、電熱線事業で38,574千円増加しております。

　　　 ４．追加情報（当第３四半期連結累計期間）　

　　　　　　「追加情報」に記載のとおり、当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、有形固定資産に計上しています

一部の機械装置につきまして、従来、耐用年数を10年としておりましたが、第１四半期連結会計期間より７年

に変更しました。この変更に伴い、従来の方法によった場合と比べて、当第３四半期連結累計期間の営業損失

が、電線事業で22,572千円、電熱線事業で3,283千円増加しております。
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【所在地別セグメント情報】

　当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。

【海外売上高】

　当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 907.46円 １株当たり純資産額 1,023.24円

２．１株当たり四半期純損失金額

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 △92.15円

　 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額 △62.98円

　 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

四半期純損失（千円） △531,239 △363,058

普通株主に帰属しない金額（千円） －　 －　

普通株式に係る四半期純損失（千円） △531,239 △363,058

期中平均株式数（千株） 5,764 5,764

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月６日

株式会社三ッ星

取締役会　御中

監査法人トーマツ

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 石田　　昭　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 中田　　明　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社三ッ星の平

成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12

月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社三ッ星及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状態、同日

をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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